































































ピ エ ー ル ・ キ ュ リ ー の 足 跡











































































































































































































































































リに帰った。翌日、1906 年 4 月 19 日、彼は
理学部教授会に出席した後、ドーフィン街を横
切ろうとして荷馬車を避け損ない、車輪の下に
倒れ、頭部打撲が瞬時に死を齎した。
　彼の死は最愛の妻マリーには勿論、全世界、
科学界に大きな驚きと衝撃を与え、世界各地か
ら弔意、弔電が寄せられた。パリ大学理学部は
マリーに彼の講座を受け継ぐように提案し、マ
リーはそれを引き受けた。彼女はピエールが実
現できなかった立派な実験室を建設し、他の研
究者が利用できるようにしたいと希望し、大学
とパスツール研究所共同の創案で、ラジウム研
究所が設立された。研究所へ行く新しい通りに
はピエール・キュリーの名がつけられた。ピエー
ルの志はマリーに引き継がれたのである。
　ピエールの足跡は我々に研究の前の確実な見
通しを持つこと、それを実現するための情熱と
忍耐、確かな方法論、果敢な実行力が必要であ
ることを教える。しかし、それらが揃っていて
も目的が達成されるとは限らない。古来、目的
が達成出来ず、生涯を終えた人、目的を変更し
た人の数は少なくない。例えば、レントゲンが
Ｘ線を発見し、発表する前に陰極線がフィルム
を感光させる現象を見た人がいた。彼等は未知
の放射線の存在に気付かずフィルムが不良品で
あると考えてメーカーに交換を要求した。
　中国最古の歴史書である「書経」に “弗蘆胡
獲、弗為胡成”という言葉がある。意訳すると“深
く考えなければ、猪突猛進しても大きな成果を
あげることができない、考えてばかりで行動し
なければ、何事も成果を上げることは出来ない”
ということになる。
　キュリー夫妻の足跡を辿るとこの言葉がぴっ
たり嵌る。確実に果実を手に入れるには確かな
目と運、それを見分ける学識、努力、忍耐が絶
対に必要ではないだろうか。
